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青 島 雅 夫 教 授 履 歴
青 島 雅 夫
１９３９年１１月７日生
学 歴
１９４６年４月 静岡県志太郡青島町立青島小学校入学
１９５２年３月 同校卒業
１９５２年４月 静岡県藤枝市立青島中学校入学
１９５５年３月 同校卒業
１９５５年４月 静岡県立藤枝東高等学校入学
１９５８年３月 同校卒業
１９５９年４月 関西学院大学文学部独文学科入学
１９６３年３月 同校卒業
１９６３年４月 関西学院大学大学院文学研究科修士課程入学
１９６５年３月 同課程修了
１９６５年５月～１９６８年３月 ドイツ留学
（テュービンゲン大学、ベルリン自由大学、ミュンヒェン大学に学ぶ）
取得学位
文学士 （１９６３年 関西学院大学）
文学修士（１９６５年 関西学院大学）
職 歴
１９６８年４月 関西学院大学理学部 専任講師（ドイツ語担当）
１９７３年４月 関西学院大学理学部 助 教 授（ドイツ語担当）
１９８０年４月 関西学院大学理学部 教 授（ドイツ語担当）
１９８８年４月～１９８９年３月 ドイツ ミュンヒェン大学留学（学院留学）
２０００年４月 関西学院大学法学部 教 授
（ドイツ語、人文演習、外国語・外国文化等担当）
２００１年４月 関西学院大学大学院 言語コミュニケーション文化研究科修士課程 教授
（比較文化学特殊講義担当）
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２００３年４月 関西学院大学大学院 言語コミュニケーション文化研究科博士課程前期課
程指導 教授（比較文化学特殊講義担当）
２００４年４月～２００５年３月 独立行政法人 大学入試センター 客員教授
２００８年３月 関西学院大学 定年退職
２００８年４月 関西学院大学 名誉教授
学会・研究会、主要委員及び役職等
１９６８年４月 日本独文学会会員（現在に至る）
１９６８年４月 阪神ドイツ文学会会員（現在に至る）
１９６８年４月 日本ゲーテ協会会員（現在に至る）
１９７５年４月 クヴェレ会会員（１９９０年３月迄）
１９８３年４月 クヴェレ会幹事（１９８７年３月迄）
１９８４年４月 阪神ドイツ文学会幹事（１９８６年３月迄）
１９９６年４月 阪神ドイツ文学会幹事（２０００年３月迄）
１９９６年５月 日本ゲーテ協会京阪神支部幹事（現在に至る）
１９９８年４月 日本独文学会支部選出理事（２０００年３月迄）
１９９１年５月 日本へルマン・ヘッセ友の会・研究会会員（現在に至る）
１９９８年４月 阪神ドイツ文学会会長代理（２０００年３月迄）
２００２年６月 日本へルマン・ヘッセ友の会・研究会副会長（２００６年５月迄）
２００３年４月 独立行政法人 大学入試センター
教科科目第一委員会ドイツ語部会委員（２００５年３月迄）
２００３年４月 独立行政法人 大学入試センター
教科科目第一委員会ドイツ語部会副部会長（２００４年３月迄）
２００４年４月 独立行政法人 大学入試センター
教科科目第一委員会ドイツ語部会会長（２００５年３月迄）
２００６年６月 日本へルマン・ヘッセ友の会・研究会会長（現在に至る）
２００７年６月 日本ゲーテ協会理事（現在に至る）
１９９１年４月 関西学院同窓会学院支部長（１９９２年３月迄）
１９９７年４月 関西学院大学独文学科大学院同窓会会長（２００３年３月迄）
そ の 他
２００８年１０月 「ヘルマン・ヘッセ全集」全１６巻（２００５年４月～２００７年１２月臨川書店刊行）
日本へルマン・ヘッセ友の会・研究会編・訳が「第４４回日本翻訳出版文化
賞」を受賞
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業 績
著 書
１．ドイツ短編小説の変容
１９８４年５月、クヴェレ会、共著（本人担当部分は「ケストナーの『寄宿舎』」）。
２．ドイツ市民劇研究
１９８６年６月、三修社、共著（本人担当部分は第２章第２節「ゲラートの喜劇」、
及び第４章第１節「レッシングの『エミーリア・ガロッティ』」）。
３．ヘッセへの誘い
１９９９年５月、毎日新聞社、共著（本人担当部分は第１章の『クヌルプ』―初期
の傑作の秘密―）。
学術論文
１．アイヒェンドルフの『大理像』について
１９６９年３月、独逸文学研究 第１２輯（関西学院大学）、単著。
２．晩年のゲーテ―妻の死
１９７２年２月、論攷 第２０号（関西学院大学）、単著。
３．
”
Goetz“ における Sturm und Drang的特徴
１９７２年３月、独逸文学研究 第１４輯、単著。
４．『ゲッツ』成立の背景
１９７２年１２月、論攷 第２２号、単著。
５．
”
Goetz“ におけるWeislingenと Adelhaid
１９７３年１２月、論攷 第２４号、単著。
６．若きゲーテにおけるドイツ性―Von deutscher Baukunstを中心として
１９７４年１２月、論攷 第２７号、単著。
７．ヴェルターにおける自己と自我
１９７６年３月、論攷 第３０号、単著。
８．『ライネケ・フックス』と『ヘルマンとドロテア』について
１９７７年１２月、論攷 第３６号、単著。
９．ゲーテの『ヴィルヘルム・マイスター』動乱期における一ドイツ市民の生き方
１９７９年２月、論攷 第３９号、単著。
１０．レッシングの『エミーリア・ガロッティ』
１９７９年１２月、論攷 第４２号、単著。
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１１．Zur Entstehung des
”
Demian“
１９８３年１２月、Kwansei Gakuin University Annual Studies, Vol.３２.（関西学
院大学）、単著。
１２．ヘルマン・ヘッセの作品と伝記に見る整合と相違―Ⅰ．『ペーター・カーメンツィ
ント』の場合
１９９６年３月、論攷・ヨーロッパ文化研究 XXIV（関西学院大学）、単著。
１３．ヘルマン・ヘッセの作品と伝記に見る整合と相違―Ⅱ．『クヌルプ』の場合
１９９８年３月、言語と文化 創刊号（関西学院大学言語教育研究センター）、単
著。
そ の 他
＜翻訳＞
１．ヘッセからの手紙―混沌を生き抜くために
１９９５年１２月、毎日新聞社、共著。ヘルマン・ヘッセ著『書簡集』全４巻の抄訳。
ヘルマン・ヘッセ研究会編・訳。本人担当箇所は pp.２０７―２１７。
２．ヘッセ 魂の手紙 思春期の苦しみから老年の輝きへ
１９９８年１０月、毎日新聞社、共著。ヘルマン・ヘッセ著『書簡集』全４巻の抄訳。
ヘルマン・ヘッセ研究会編・訳。本書では担当箇所を特定せず、会員全員が関
与。
３．ヘルマン・ヘッセ全集第１４巻『ナルツィスとゴルトムント』
２００７年８月、臨川書店、共著。ヘルマン・ヘッセ著『作品集』全２０巻のうち第
４巻所収の『ナルツィスとゴルトムント』の翻訳。
＜教科書＞
１．はじめて学ぶドイツ語文法読本
２０００年３月、白水社、須賀洋一・青島雅夫共著。
２．入門ドイツ語コース
２００３年２月、三修社、須賀洋一・青島雅夫・シュテファン トゥルンマー共著。
＜辞典＞
１．世界歴史大辞典
１９８５年、教育出版センター、共著、梅棹忠夫・江上波夫監修。本人担当箇所は
ヘッセ、ケストナー、シュピーリ、シュトゥルム・ウント・ドランク。
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＜学会発表＞
１．世紀の転換期に立つゲーテ―叙事詩
１９７７年６月１３日、阪神ドイツ文学会（大阪外国語大学）、ゲーテシンポジウム。
２．市民悲劇としての『エミーリア・ガロッティ』
１９７９年６月２４日、阪神ドイツ文学会（親和女子大学）。レッシング生誕２５０年記
念シンポジウム「ドイツ市民劇の成立と展開 その１」。
３．ヘルマン・ヘッセの『デミアン』―その成立に関する一考察
１９８３年１月３０日、阪神ドイツ文学会（大阪女子大学）。
４．『デーミアン』における飛翔の問題
２００５年１０月１０日、日本ヘルマン・ヘッセ友の会・研究会（同志社大学）。
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